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エイベックスとＵＳＥＮ、事業提携へ 

～新たなデジタルコンテンツ流通における戦略構築をともに目指す～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社有線ブロードネットワークス（本社：東京都千代田区、代表取締役：宇野康秀、以下ＵＳＥＮ）

とエイベックス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：松浦勝人、以下エイベックス）は本日、資

本提携を伴う業務上の提携に合意致しました。その業務提携の内容は、デジタルコンテンツ流通分野等

の新規事業等に関して事業シナジーを検討していくというものです。今後、ブロードバンド、携帯電話

などのさまざまな媒体・端末に向けて、デジタルコンテンツ流通事業における新たなサービスの展開を

検討していきます。また両社の既存事業分野についても双方にとって大幅なシナジーが期待できるもの

は本業務提携の検討対象としてまいります。また、この業務提携に関し、ＵＳＥＮは、本年 10 月下旬

を目途として、エイベックス株式について依田巽氏、松浦勝人氏、小林敏雄氏、林真司氏より株式を取

得し、その結果、ＵＳＥＮはエイベックスの発行済み株式総数の 20％を超える筆頭株主となり、依田

巽氏、松浦勝人氏、小林敏雄氏はそれぞれ約 7％の株式を所有する第 2 位株主となる予定です。 

なお、ＵＳＥＮ代表取締役社長宇野康秀氏は、本日、エイベックスの特別顧問に就任致しました。 
 

ＵＳＥＮは有線放送事業、カラオケ事業、ＦＴＴＨによるブロードバンド事業の３事業を機軸に

事業展開を行っており、昨今の放送・通信のインフラおよび技術面での融合と携帯電話や車載端

末など生活のさまざまな場面でのエンターテイメントの広がりにおいて、これら３つの事業軸の

業際における事業発展の可能性が急速に高まっていると考えています。 

こうした環境の中で、コンテンツの重要性は増しており、コンテンツ業界における影響力は新規

事業の立上げにおいて大変に重要であると考えています。ＵＳＥＮとしては今までも友好関係に

あり、コンテンツ業界の中で重要な位置付けにあるエイベックスをパートナーとしてさまざまな

事業検討ができることは今後の事業展開に大きく寄与すると考えました。 

  

エイベックスは多数の有力なアーティスト・クリエイター・タレントを輩出することをベースに、

これまでも新たなデジタルコンテンツ流通形態の開発において積極的な展開を行ってまいりまし

たが、今後は音楽のみならず映像等にもその領域を更に広げ、驚きと感動を与えることのできる

クリエイティブなエンターテイメント・コンテンツを数多く創造し、消費者が求める様々な方法

で提供していくことを目指しております。エイベックスでは今回の提携により、ＦＴＴＨによる

ブロードバンドの先駆者であるＵＳＥＮをデジタルコンテンツ流通での新規事業を共に検討する

有力なパートナーと判断しました。エイベックスはＵＳＥＮと新たな事業の可能性を検討すると

ともに、幅広く他のネットワーク事業者へコンテンツ提供することで事業の拡大を図っていこう

と考えております。 

 



 
今後、ＵＳＥＮとエイベックスは従来に増して緊密な事業パートナーとして、日本のエンターテ

イメント市場におけるトッププレーヤーとして、全てのエンターテイメントを愛する人々に向け

て新たな価値を提供していきます。 
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